
★廃食油でキャンドルを作ろう★

廃食油（はいしょくゆ＝あげものにつかった後のあぶら）

からのキャンドル作り（アルミカップ２０こ分）

鄙特侈萄

・廃食油・・・550m1くらい

・「固（かた）めるテンプル」・・・１本

　　　　　やくそく

①つくるときは、おうちの人と

　　いっしょにやりましょう。

②この紙をおうちの人といっし

　　ょによく読んでください。

・クレヨン（クレパスはおぶらにとけないのでダメ）・・・すきな色で1/３本くらい

･牛乳（ぎゅうにゅう）パック再利用（さいりよう二もういちどつかって作った）のリサイクル紙ひも・‥

　３ｃｍに切ったものを２０本（ろうそくの「しん」用）

りフルミカップ・・・小さいもの２０こ　　　・わりばし・・・３ぜん分（つかい古したものでよい）

・カッター（またはクレヨンをきざめるもの）とはさみ　　　・まな板がわりのあつ紙

・なべ・・・５００ｍｌのあぶらをかきまぜることができる大きさ

・おたま・・・小さめで、そそぎ口がくちばしの形になっているものがつかいやすい

・料理用温度計（りょうりようおんどけい）・・・なくてもよいが、あれはやりやすい

・新聞紙（しんぶんし）・・引乍る時の台をよごさないようにしいておくもの

畔‾回

　
・
　
＠
　
・
　
Ｉ

Ｉ
２
３
４

　
　
Ｉ
　
Ｉ
　
Ｉ
　
・

5
6
7
8

廃食油を５００ｍｌと５０ｍｌに分けておく

クレヨンはあらくきざんでお＜

リサイクル紙ひもを３ｃｍで２０本分切り、廃食油５０ｍｌの中につけてお≪

もえないお皿に

のせてね！

なべに廃食油５００ｍｌを入れ、８０（Ｃ～９０℃に加熱（かねつ＝火にかけるなどして、あつく）

する。料理用温度計がない時は、なべの中のおぶらがブッブツと音をたてはじめたら、火をけす

「固めるテンプル」１本を入れて、わりばし４本でかき回す

きざんだクレヨンを入れて、さらによくかき回す

とけて少しさめたら、アルミカップに分けてそそぐ

廃食油の中につけておいたリサイクル紙ひもをわりばしでつかみ、アルミカップの中にまっすぐさし

こむ。「しん」にするため、表面（ひょうめん）から1 cm <らい出るように立てる。

※ろうそくがかたまらないときは、もういちどなべにもどして、「固めるテンプル」を少したし、ませて

　少しさめたら、アルミカップにそそぎなおす。
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作っている時は、ぜったいに、火から目をはなさないでください。

　　　　　　　-一一一一一一一一一一一一一一一一このろうそくはやわらかいので、よこにしたり、ひっくりかえしたりすると、ろうそくのあぶらが

ながれだすことがあります。上むきにしてもちはこんでください。
　　　　　　　　　　　一一

となの方へ：必ずお読みくださし

警告！（火事の危険）：陶磁器や金属の皿などに入れてご使用≪ださい。燃えやすい物のそばや倒れやす

い場所では使用しないでください。火を灯したら移動させたりせす、絶対にその場を離れないでください。

風や地震などにより転倒するおそれがあります。ご使用後は火が完全に消えている事を確認してください。

警告！（やけどの危険）：ご使用中、ご使用後はキャンドル全体が熱くなっておりますので、触れないでく

ださい。溶けたロウが飛び散る可能性がおるので、至近距離で思い切り吹き消さないでください。

注意！原料は、廃食油です。飲食物ではありません。溶けやすいので、高温多湿、直射日光の当る所に薗

かないでください。灯した明かりを見て楽しむ以外の目的で使用しないでください。点火から消火の確認

が済むまで、必ず大人がそばに居てください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☆　☆　☆

手作りのささやかなキャンドルが、市販のロウソクと同様に、辺りを照らし、気持ちを和ませてくれます。

処理剤で固めた廃食油も、資源物であると気づいていただけましたでしょうか。現在、廃食油からは、

石けんやペンキ、ディーゼル車に使用できる燃料（ＢＤＦ）などにリサイクルされています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　川崎市地域女性連絡協議会
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